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空想をカタチにす

高知県 黒潮町 情報防災課
O Kurosh o Town

空想からはじまるまちづくり

空想をカタチにすることで、ユタカなまちになつていく。

未来は、ひとりの妄想から、はじまつてもいい。
このまちの海、山、空のように、でっかく自由に空想しよう1

空想をカタチにする町 黒潮町
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・黒潮町は、平成 18年に「旧佐賀町」「旧大方町」の
合併により誕生した町です。

・四国/高知県の中でも西南に位置しています。
ど
°′

・面積188平方キロメートル。
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人口 9,747人。

15歳未満の年少人□

65歳以上の老齢人□

世帯数 5,242世帯。

784人 (8.01%)
4,589人 (47.09%)

・ 延長約35kmの美しい海岸線を
有する町です。

※人□等はR7.8.31時点。

カツオの一本釣り いごっそうアクアスロン

美しい豊かな海の恵みに満ちた町です。

丁シャツアート展 シーサイドはだしマラソン全国大会
◎Kurosh o Town
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佐賀地域の
海岸付近で
30mを超える
想定

最大津波高 m



(ソフト事業)

i防災文化の創造



鬱購爽事難が短期間‡こ大きく進捗 :

錢職量%の意識の難が縮小され、急ヽポとも時なき‡こ縄薇鰊
疵ぎが発揮されやすい。



自然高台の場合(荒神山等)

津波浸水予測時間【30cm】 A(分 )

避難開始までに
必要な時間    B(分 )
避難可能時間   C(分)=A― B
歩行速度     V(m/秒 )
移動可能距離   L(rn)=C×V×60  462m

避難可能範囲の円 R(m)=L/1.5  1 308m
・
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このエリアが避難困難区域
(避難困難区域の解消
のためタワーを建設 )

蛉髯翫:11
曇:霧

日中

16分

5分

11分

0.7m/秒

鯵‐慇轟

咤

懇談会参加率は 約63%(2,384人 )
対象となる全世帯 3,791世帯分 収集
(津波浸水の可能性40集落=283班 )
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便利

美しい豊かな海の恵みに満ちた町です。

通の町に儘まうだ

O Kurosh o Town   26
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ご清聴 ありがとうございました
高知県 黒潮町 情報防災課

◎Kuroshio Town



推進計画の策定

推進計画の策定

σ 伊豆市

σ 伊豆市

『地震・津波による被害を減らしたい。』
『地域が衰退しないよう、生活や産業も

大切にしたい。』
という思いを両立させるため、地域のあ
り方やみんなで協力して取り組むことを

示した推進計画をつくりました。



|1維隆計画の策定 σ 伊豆市
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1  伊豆市津波防災地域づくり
推進協議会

【委員】
地域住民、有識者、
1国二交通省、静岡県●伊豆市

11■三二二三二|_■■■:■1111■1■J

伊豆市 関係各課

推進計画の策定 σ 伊豆市

数多くの意見
交換会による

丁寧なリスクコ
ミュニケーション
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観光防災まちづくり庁内委員会

【委員】伊豆市 (委員長 :伊豆市長)

① 推 進 計 画 の進 め方
② 当地賊 α現 状 について
③ 推 進 計 画 について -

■nlt
「 防 災 の曇 これからの
防 災 地 域 づくり」
●

"口
邸苺鰤 のテーマ

「地画の状況を共有する」

-

■意 見 交 換 のテー マ

・土肥地週の観光と防災α ラヾンス
をとるため、どのようなことを考えてし
かなければならないでしょう①観光防災まちづくりにおける課題

② 観光防災まちづCを推進するた″ 理味的な方針
③ 伊豆市″海と共に生きる″観光防災まちづくり
推 進 計 画 (骨子 案 )

■意 見 交 換 のテー マ

・
― 的 な方 針 を実 現 するため (コ地
域 で必 要 となる対 応 と支 援
・対策実施 に蹴 り、′こ嘔己なことや気

① 観 光 防 災 まちづくりの 実 現 に向 け″ 一ヽ ド・ ソフ

② 伊 豆 市
″
海 と共 に生 きる

″
観 光 防 災 まちづく

推 進 計 画 (素案 )

まちづくり推 進 計 画 (素案 )
・津 波 災 書 リスクと共 存 するた
らし方 と住 まい方 の考え方① 伊 豆 市

″
海 と共 に生 きる

″
観 光 防 災 まちづくり

推 進 計 画 (素案 )

■ 主 な対象 者 伊 豆 市 民
■みな さんか
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こヽと
・伊 豆市筆叱 輿 こヒせる

″
観魔 防災義 り園彗緬

① 伊 豆 市
″
海 と共 に生 きる

″
観 光 防 災 まちづく


